
中
国
に
お
け
る
横
升
小
楠
思
想
の
紹
介
に
つ

、し

て

陳
　
　
衛
平

中
国
に
お
け
る
日
本
近
世
及
び
幕
末
恩
想
研
究
に
つ
い
て

　
中
国
の
日
本
思
想
史
の
研
究
史
を
辿
っ
て
見
る
と
、
意
外
な
発
見
に
気

づ
く
。
そ
れ
は
近
代
中
国
人
の
日
本
留
学
の
開
始
と
共
に
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
中
国
の
後
の
日
本
思
想
史
研
究
の
性
格
を
大

き
く
規
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
梁
啓
超
が
行
う
佐
久
間
象
山
と
吉
田

松
陰
の
人
物
紹
介
は
最
初
の
一
歩
で
は
な
い
か
と
思
う
ω
。
そ
う
言
え

ば
、
も
う
百
年
前
後
の
歴
史
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
近
年
中
国
一
大
陸
）
に
お
け
る
日
本
近
世
及
び
幕
末
日
本
思
想
家

の
紹
介
及
び
研
究
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
②
。

　
研
究
者
の
数
に
つ
い
て
。
王
家
騨
（
南
開
大
学
一
に
よ
れ
ば
、
（
一
九
九

二
年
時
点
一
一
五
〇
名
に
達
し
て
い
る
が
、
†
崇
道
（
中
国
社
会
科
学
院

哲
学
研
究
所
一
に
よ
れ
ば
、
（
一
九
九
五
年
時
点
一
せ
い
ぜ
い
三
十
名
前
後

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
万
人
以
上
の
日
本
研
究
者
を
有
す
る

中
国
に
と
っ
て
、
日
本
思
想
史
研
究
者
は
僅
か
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
研
究
の
特
色
に
つ
い
て
。
中
国
の
日
本
思
想
史
研
究
は
殆
ど
日
本
近
世

及
び
幕
末
日
本
期
の
研
究
と
言
っ
て
よ
い
③
。
さ
ら
に
数
少
な
い
思
想
家

の
紹
介
及
び
研
究
に
集
中
し
て
い
る
。
安
藤
昌
益
に
関
す
る
研
究
論
文
一

九
九
三
年
だ
け
で
も
三
〇
篇
以
上
に
の
ぼ
る
㈹
。
あ
と
は
福
沢
諭
吉
に
論

じ
る
も
の
が
多
数
あ
る
。
こ
こ
数
年
幾
分
視
野
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
や

は
り
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
な
ど
数
人
に
と
ど
ま
る
の
は
現
状
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
特
色
と
言
え
ば
、
近
代
中
日
思
想
の
比
較
研
究
の
盛
ん
で

あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
数
年
間
中
国
国
内
に
主
な
研
究
成
果
を
見
る
と
す
ぐ

分
か
る
で
あ
ろ
う
⑤
。

二
、
横
井
小
楠
恩
想
の
紹
介
及
び
研
究
に
つ
い
て

　
以
上
の
思
想
家
の
研
究
と
対
照
的
に
、
中
国
に
お
け
る
横
井
小
楠
思
想

の
紹
介
が
非
常
に
少
な
い
し
、
し
か
も
本
格
的
研
究
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

と
い
う
状
態
に
あ
る
と
思
う
。

　
筆
者
が
知
っ
て
い
る
限
り
、
一
九
六
二
年
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
古
学
及

陽
明
学
』
　
一
朱
謙
之
著
一
は
小
楠
を
言
及
し
た
の
が
中
国
最
初
で
あ
る
。

そ
の
後
小
楠
に
関
す
る
紹
介
、
研
究
論
文
一
訳
文
を
含
む
一
は
既
発
表
の

87



も
の
が
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
年
代
順
。
な
お
中
国
語
論
文
は
入
手
困

難
の
た
め
簡
単
な
内
容
紹
介
を
付
す
一
。

　
1
、
朱
謙
之
（
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
）
一
九
六
二
「
横
井
小

　
　
楠
」
『
日
本
古
学
及
陽
明
学
』
一
同
書
の
一
節
第
三
二
七
－
三
三
〇

　
　
頁
一
上
海
人
民
出
版
社
。

　
　
　
朱
謙
之
は
博
学
多
彩
な
人
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
以
後
中
国
に
お

　
　
け
る
日
本
思
想
史
研
究
を
切
り
開
い
た
先
駆
者
の
存
在
で
も
あ
る
。

　
　
上
述
書
に
お
い
て
朱
謙
之
は
小
楠
を
陽
明
学
者
と
し
て
位
置
付
け

　
　
た
。
朱
謙
之
は
「
小
楠
儒
教
の
立
場
は
、
実
用
実
学
に
傾
き
、
宋
儒

　
　
の
格
物
と
同
じ
で
は
な
い
。
」
と
論
じ
、
さ
ら
に
「
，
明
尭
舜
之
道
、

　
　
尽
西
洋
器
械
之
術
。
と
い
う
小
楠
の
考
え
方
は
、
佐
久
間
象
山
の

　
　
東
洋
道
徳
西
洋
芸
。
と
同
じ
く
東
西
文
化
の
接
触
期
に
過
渡
的
思
想

　
　
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
小
楠
の
考
え
方
は
一
種
な
特
色

　
　
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
象
山
は
東
洋
文
化
と
欧
洲
お
け
る
近
代
的
自
然

　
　
科
学
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
重
ん
じ
る
に
対
し
て
、
小
楠
は
東
洋
文

　
　
化
と
欧
洲
の
政
治
経
済
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
重
じ
る
。
」
　
（
訳
文
は

　
　
筆
者
一
と
書
い
た
。
六
〇
年
代
初
頭
つ
ま
り
三
五
、
六
年
前
の
研
究

　
　
論
文
と
い
う
歴
史
的
事
情
を
考
え
る
と
、
朱
謙
之
の
仕
事
は
地
道
的

　
　
な
研
究
と
言
え
よ
う
。

　
　
（
朱
謙
之
の
著
書
は
日
本
東
洋
文
庫
所
蔵
。
番
号
一
一
二
…
一

　
2
、
王
家
麟
　
一
九
八
八
『
中
日
儒
学
の
比
較
』
一
東
ア
ジ
ア
の
中
の
日

　
　
本
シ
リ
ー
ズ
一
六
興
出
版
一
九
八
八
年
。
同
書
中
国
語
版
『
中
日
儒

　
　
学
的
比
較
』
、
断
江
人
民
出
版
社
　
一
九
九
〇
年
⑥
。

　
3
、
源
了
圓
（
訳
　
王
家
麟
）
一
九
九
〇
「
横
井
小
楠
と
三
代
之
学
」

　
『
哲
学
研
究
・
中
国
哲
学
史
増
刊
』
（
月
刊
誌
）
哲
学
研
究
雑
誌
杜

北
京
日
本
語
論
文
初
出
は
「
文
部
省
科
学
研
究
費
・
重
点
領
域
研

究
・
東
ア
ジ
ア
研
究
」
昭
和
6
3
年
・
平
成
元
年
度
科
学
研
究
報
告

　
書

4
、
超
健
民
（
復
旦
大
学
一
一
九
九
二
「
横
井
小
楠
」
『
日
本
史
辞
典
・

横
井
小
楠
条
目
』
（
八
二
九
頁
一
　
呉
傑
主
編
（
”
監
修
）
一
上
海
）

　
復
旦
大
学
出
版
社
　
一
九
九
二
年
十
月
。

5
、
陳
衛
平
　
一
九
九
三
「
横
井
小
楠
思
想
簡
論
」
『
山
東
杜
会
科
学
』

　
（
隔
月
刊
誌
）
一
九
九
三
年
第
一
号

　
　
中
国
で
小
楠
思
想
を
ト
ー
タ
ル
に
紹
介
し
た
の
は
こ
の
文
章
が
初

　
め
て
で
あ
る
。
ま
た
、
論
述
が
不
十
分
だ
が
、
小
楠
の
中
国
観
を
佐

　
久
問
象
山
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
高
く
評
価
し
た
⑦
。

6
、
山
崎
益
吉
一
高
崎
経
済
大
学
一
一
九
九
三
「
横
井
小
楠
の
社
会
経

　
済
思
想
と
東
亜
」
（
「
東
亜
経
済
、
社
会
現
代
化
国
際
討
論
会
」
で
の

　
研
究
発
表
）
一
九
九
三
年
四
月
於
北
京
。
論
文
集
『
東
亜
経
済
、
社

　
会
現
代
化
』
所
収
　
中
国
山
西
経
済
出
版
社
　
一
九
九
四
年
九
月
。

7
、
盛
邦
和
一
華
東
師
範
大
学
一
一
九
九
五
「
横
井
小
楠
の
，
国
是
三

　
論
　
と
　
其
の
　
制
度
開
国
　
観
」
　
『
東
亜
－
走
向
近
代
的
精
神
歴

　
程
－
近
三
百
年
中
日
史
学
与
儒
学
伝
統
』
所
収
一
第
二
二
八
－
二
一
二

　
三
）
漸
江
人
民
出
版
杜
一
九
九
五
年
十
月
。

　
盛
論
文
は
小
楠
の
思
想
的
性
格
を
「
制
度
開
国
」
論
者
と
し
て
位
置

　
付
け
、
「
佐
久
間
象
山
と
比
較
し
て
、
さ
ら
に
一
歩
を
進
ん
だ
。
（
中

　
略
）
小
楠
は
西
洋
の
政
教
制
度
を
学
べ
る
こ
と
を
主
張
し
、
西
洋
の

　
議
会
制
度
を
賞
賛
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
に
お
い
て
成
長
し
つ
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つ
あ
る
市
民
階
層
の
考
え
と
識
見
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。

三
、
む
す
び
を
か
え
て

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
小
楠
研
究
及
び
日
本
思
想
史
研
究
に
つ
い

て
は
決
し
て
喜
ば
し
い
状
態
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
で
そ
の
客
観

的
と
主
観
的
原
因
に
簡
単
に
述
べ
る
。
ま
ず
、
客
観
的
原
因
を
考
え
よ

う
。
研
究
者
数
の
僅
少
と
研
究
資
料
の
極
端
的
な
不
足
、
及
び
最
新
研
究

情
報
の
乏
し
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
小
楠
思
想
研
究

だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
中
国
の
日
本
思
想
と
思
想
家
研
究
全
体
が
直
面

し
て
い
る
ハ
ン
デ
ィ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
原
因
で
小
楠
研
究

の
現
状
に
つ
い
て
部
分
的
に
説
明
で
き
る
が
全
体
的
に
説
明
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
次
に
、
主
観
的
原
因
を
考
え
よ
う
。
研
究
方
法
論
の
未
成
立
と
い
う
点

を
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。

　
中
国
の
日
本
思
想
史
研
究
は
基
本
的
に
比
較
研
究
と
一
言
え
る
、
し
か
も

殆
ど
は
近
代
に
集
中
し
て
い
る
。
一
」
う
い
う
研
究
姿
勢
に
筆
者
は
ま
っ
た

く
異
議
な
い
。
自
分
自
身
も
こ
の
方
面
に
も
っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
だ
が
、
中
国
の
比
較
研
究
と
は
、
長
年
の
日
本
思
想
史
研

究
の
蓄
積
の
上
に
現
れ
て
く
る
で
は
な
い
。
一
九
七
八
年
以
降
、
文
革
後

に
日
本
思
想
研
究
が
本
格
的
に
再
開
し
た
途
端
、
比
較
研
究
が
い
ち
早
く

登
場
し
た
の
で
あ
る
。
極
端
に
言
え
ば
、
日
本
思
想
研
究
あ
る
い
は
比
較

思
想
研
究
そ
の
も
の
よ
り
中
国
近
代
思
想
研
究
の
延
長
と
言
っ
た
方
が
よ

か
ろ
う
。
多
く
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
中
国
近
代
思
想
を
研
究
す
る
た
め

に
、
一
つ
の
参
照
物
と
し
て
日
本
近
代
思
想
（
家
）
を
姐
上
に
の
せ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
共
通
す
る
問
題
意
識
は
「
日
本
の
近
代
化
は
成
功
し
た

が
、
中
国
の
そ
れ
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
の
思
想
的
原
因
と
は
な
ぜ

か
」
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
と
福
沢
諭
吉
な
ど

が
頻
出
し
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
小
楠
の
よ
う
な
や
や
傍
流
に
見
え
る

思
想
家
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
。
上
述
の
問
題
意
識
自
体
が
す
で

に
色
槌
せ
た
も
の
か
ど
う
か
が
別
と
し
て
、
日
本
思
想
、
少
な
く
と
も
近

世
思
想
に
関
し
て
あ
る
程
度
の
予
備
研
究
が
な
し
に
と
う
て
い
真
の
比
較

研
究
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
小
楠
思
想
研
究
は
、
小
楠
研
究
を
含
む
日
本
幕
末
思
想
研
究
を
前
進
さ

せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
日
本
儒
学
界
、
引
い
て
は
思
想
界
の
中
国

観
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
大
変
役
に
立
つ
と
思
う
。
そ
れ

が
学
問
研
究
以
上
の
意
味
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
⑧
。
こ

れ
か
ら
中
国
学
界
に
よ
り
深
み
の
あ
る
研
究
が
展
開
す
る
よ
う
に
お
祈
り

す
る
次
第
で
あ
る
。

註一
ユ
一
増
田
渉
、
一
九
七
九
「
日
中
文
化
関
係
の
一
面
」
参
照
、
『
西
洋
東

　
漸
と
中
国
事
情
』
所
収
　
三
十
五
頁
　
岩
波
書
店
。

一
2
一
王
家
騨
、
一
九
九
二
「
中
国
に
お
け
る
日
本
思
想
史
研
究
の
現
状

　
と
問
題
意
識
」
参
照
、
『
中
国
－
杜
会
と
文
化
』
第
七
号
、
一
九
九
二

　
年
六
月
。
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一
3
）
古
代
思
想
に
王
守
華
（
杭
州
大
学
一
、
現
代
思
想
に
†
崇
道
な
ど

　
は
き
わ
め
て
少
数
な
存
在
だ
が
、
多
数
な
研
究
成
果
を
あ
げ
た
。
主

　
な
著
書
は
：
鈴
木
正
†
崇
道
著
『
日
本
近
代
十
大
思
想
家
』
上
海

　
人
民
出
版
社
一
九
八
九
年
四
月
印
数
三
、
五
〇
〇
冊
。
日
本
語
版
は

　
　
『
近
代
日
本
の
哲
学
者
』
北
樹
出
版
。
（
因
に
鷲
田
小
彌
太
に
よ
る

　
　
「
幅
広
い
考
察
を
加
え
た
力
作
」
と
い
う
題
名
の
書
評
は
『
読
書
人

　
週
刊
』
一
九
九
〇
年
四
月
九
日
参
照
一

　
王
守
華
†
崇
道
著
『
日
本
哲
学
史
教
程
』
山
東
大
学
出
版
社
一
九

　
八
九
年
五
月
初
版
印
数
　
二
、
○
○
○
冊
。

　
加
藤
尚
武
　
†
崇
道
編
『
当
代
日
本
哲
学
家
』
社
会
科
学
文
献
出
版

　
社
一
九
九
二
年
八
月
初
版
　
印
数
一
、
五
〇
〇
冊
。

　
†
崇
道
主
編
↑
監
修
）
　
『
戦
後
日
本
哲
学
思
想
概
論
』
　
中
央
編

　
訳
出
版
杜
　
一
九
九
六
年
三
月
　
初
版
印
数
五
、
O
O
○
冊
。

　
鈴
木
正
王
守
華
編
『
戦
後
日
本
の
哲
学
者
』
農
文
協
一
九
九
五
年

　
九
月
中
国
語
版
は
同
じ
題
名
で
一
九
九
六
年
九
月
初
版
。

　
王
守
華
著
本
間
史
訳
『
日
本
神
道
思
想
の
現
代
的
意
義
』
農
文
協

　
一
九
九
七
年
十
一
月
。

一
4
）
『
安
藤
昌
益
日
本
・
中
国
共
同
研
究
』
参
照
、
農
文
協
一
九
九
三

　
年
十
月
。
中
国
語
版
は
『
安
藤
昌
益
・
現
代
・
中
国
』
の
題
名
で
山

　
東
人
民
出
版
社
一
九
九
三
年
七
月
初
版
。

（
5
）
王
家
麟
、
一
九
八
八
『
日
中
儒
学
の
比
較
』
出
版
元
は
前
出
参
照
。

　
崔
世
広
、
一
九
八
九
『
中
日
近
代
啓
蒙
思
想
的
比
較
研
究
』
北
京
航

　
空
航
天
大
学
出
版
社
。

　
王
中
江
、
一
九
九
一
『
厳
復
与
福
沢
諭
吉
丁
中
日
啓
蒙
思
想
比
較
』

　
河
南
大
学
出
版
社

　
一
九
九
一
年
五
月
初
版
　
印
数
二
、
○
○
O
冊
。

　
高
力
克
一
冤
江
大
学
杜
会
科
学
系
）
、
一
九
九
二
「
福
沢
諭
吉
与
梁
啓

　
超
近
代
化
思
想
比
較
」

　
　
『
歴
史
研
究
』
（
隔
月
刊
誌
一
一
九
九
二
年
第
二
号
　
歴
史
研
究
雑
誌

　
社
。

　
李
甦
平
一
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
）
、
一
九
九
二
『
聖
人
与
武

　
士
－
中
日
伝
統
文
化
与
現
代
化
之
比
較
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社

　
一
九
九
二
年
七
月
　
印
数
二
、
五
〇
〇
冊
。

　
な
お
、
台
湾
の
東
大
図
書
公
司
よ
り
李
甦
平
の
著
書
二
冊
を
出
版
。

　
　
『
朱
舜
水
』
一
九
九
三
、
『
石
田
梅
岩
』
一
九
九
六
。

　
呉
潜
涛
（
中
国
人
民
大
学
）
、
一
九
九
四
『
日
本
倫
理
思
想
与
日
本
現

　
代
化
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
一
九
九
四
年
四
月
初
版
　
印
数

　
二
、
○
O
○
冊
。

　
王
中
田
（
南
開
大
学
哲
学
系
）
、
一
九
九
四
『
江
戸
時
代
日
本
儒
学
研

　
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
一
九
九
四
年
二
一
月
初
版
　
印
数

　
一
、
五
〇
〇
冊
。

　
盛
邦
和
一
華
東
師
範
大
学
）
、
一
九
九
五
『
東
亜
：
走
向
近
代
的
精
神

　
歴
程
－
近
三
百
年
中
日
史
学
与
儒
学
伝
統
』
断
江
人
民
出
版
社
一

　
九
九
五
年
十
月
　
印
数
二
、
○
○
○
冊
。

（
6
一
　
『
日
中
儒
学
の
比
較
』
に
関
す
る
書
評
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
『
中
国
図
書
』
（
内
山
書
店
）
一
九
九
七
年
九
月
号
。

（
7
）
拙
稿
「
横
井
小
楠
の
中
国
観
に
つ
い
て
」
『
哲
学
・
思
想
論
集
』
一

　
九
九
六
年
号
　
筑
波
大
学
。
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一
7
一
『
毎
日
新
開
』
一
九
九
七
年
七
月
一
四
日
朝
刊
に
作
家
童
門
冬
二
の

　
　
「
小
楠
と
海
舟
が
み
た
中
国
」
短
文
を
掲
載
し
た
。
評
論
家
風
な
文

　
章
だ
が
、
小
楠
と
海
舟
が
当
時
他
の
思
想
家
及
び
政
治
家
と
異
な
る

　
中
国
観
を
持
つ
こ
と
と
指
摘
し
た
点
は
興
味
深
い
。
因
み
に
、
童
門

　
冬
二
は
『
小
説
横
井
小
楠
－
維
新
へ
の
道
を
拓
い
た
巨
人
』
（
祥
伝
杜

　
一
九
九
五
年
一
の
著
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ち
ん
二
又
い
へ
い
）
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